
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三中校長だより 保護者地域の皆さんへ 

令和 4年度 第 15号 R4.12.21（水) 

藤井寺市立第三中学校 

校 長  奥 雅 美 

「英語で電話対応」 
先日１年生のスピーキングテストを見学

しました。教員が英語ルームのパソコンに

別室から英語で電話をかけます。生徒は

一人ずつ、パソコンにかかってきた電話に

英語で対応するのです。教員が一緒に遊

びに行く約束をしようと誘い、生徒は何か

と理由をつけて断るという設定です。教員

は一度断られても簡単には引き下がらず、

今何をしているのかを聞いてきたり、日に

ちや時間を変えて提案してきたりします。生

徒たちが断る口実を必死で考えている様

子が微笑ましかったです。 

今社会で必要とされているのは英語を

使ったコミュニケーション力です。近頃では

様々なスポーツ選手の海外遠征は当たり

前だし、アイドルも海外進出しています。英

語の授業はこの数年で大きく変化しまし

た。英訳や和訳よりも、まずは怖がらずに

英語を使ってみることや、何とかして自分

の思いを伝えてみるような授業へと進化し

てきています。生徒たちが英語を使って

色々なことが出来るよう期待しています。 

「私のヒーロー」最優秀賞！・優秀賞！ 
青少年健全育成推進藤井寺市民大会 

12 月 11 日（日）藤井寺市立市民総合

会館別館中ホールで青少年の健全育成に

関する作文表彰が行われました。本校は今

年も２年生２名が最優秀賞と優秀賞に選ば

れました。最優秀賞は作文の朗読もあり、緊

張したと思いますが、堂々と素晴らしい作文

を発表してくれました。最優秀賞作品のヒー

ローは作者の祖父であり、その生涯を通し

て作者に希望や勇気を与えてくれたという

もので、表彰式の後には多くの方に「感動

しました」と声を掛けられていました。 

これらの入賞作品をすべて読みました

が、子どもたちにとって「ヒーロー」は家族

であり、地域の見守り隊の方であり、先生

であり、とても身近な存在であるということ

がよく分かりました。我々周りにいる大人た

ちも子どもたちのヒーローになれるよう頑張

りたいなと勇気をもらいました。 

「税についての作文」入選 
☆富田林税務署長賞 「社会を支える税金に感謝」  

☆藤井寺市教育委員会賞 「税について」 

南河内納税貯蓄組合連合会事務局と

富田林税務署が共催で行っている税につ

いての作文も３年生２名が入選しました。 

１２月１９日に富田林税務署長に来ていた

だき、校長室で行われた表彰式では、立派

な賞状と記念品が授与されました。この作

品は南河内地区３０００点以上の応募作

品の中から選出されたそうです。税につい

てのしっかりとした知識を持っていると褒

めていただきました。 

次々と作文の表彰をいただき、本当に嬉

しい限りです。言葉で「思い」を伝えるとい

うことはその「思い」がしっかりと整理され

ていないと出来ないことです。日頃から自

分の考えに意識をおくことはとても大事な

ことだなと改めて感心しました。 

「花の咲く学校」 
冬の童謡にも歌われているサザンカが

本校正門前のスロープの植え込みに植え

られています。１２月に入り、一気に開花しま

した。まだまだつぼみもたくさんあり、しばら

くは鮮やかなピンク色と黄色が寒い朝の登

校時、暖かさを添えてくれるでしょう。 

１２月５日の放課後に、保護者・緑化委

員・地域協力者の皆さんで一緒に「花つく

りの会」を実施しました。運動場側の花壇・

アセンブリ・スロープのプランターに球根や

花の苗が植えられました。活動の様子は本

校ホームページをご覧ください。これから緑

化委員会がしっかりお世話し、春には色とり

どりの花が咲くでしょう。とても楽しみです。 


